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第だい１章しょう 計けい画かく策さく定ていの趣しゅ旨し  
 
 調布市ちょうふしでは，「利用者本りようしゃほん位い」「当事者とうじしゃの視点し て んの重視じゅうし」を基調きちょうに，この調布ちょうふで，障害しょうがいのある
方かたが「その人ひとらしい自立じ り つした生活せいかつの充実じゅうじつ」を展開てんかいしていけるよう，障害しょうがいのある方かたの地ち域いき

生せい活かつ支し援えんに，総そう合ごう的てき・計けい画かく的てきに取とり組くんできました。 
 
 現在げんざいは，平成へいせい30年ねん３月がつに策さく定ていし，令れい和わ３年ねん３月がつに一いち部ぶ改かい定ていを行おこなった「調布市ちょうふし障害者しょうがいしゃ総合そうごう

計画けいかく」（平へい成せい30年ねん度ど～令れい和わ５年ねん度ど）の計けい画かく期き間かん中ちゅうとなります。 
 
 市町村しちょうそんにて定さだめる障しょう害がい者しゃ福ふく祉しに関かんする計けい画かくは，以い下かの３つの計けい画かくがあります。 
 現行げんこうの「調布市ちょうふし障害者しょうがいしゃ総合そうごう計画けいかく」はこの３計画けいかくを一体化いったいかして策定さくていしています。 

 
以い下かのとおり，現げん行こうの計けい画かくが令れい和わ５年ねん度どで終しゅう了りょうとなるため，令れい和わ６年ねん度ど以い降こうの障しょう害がい者しゃ

福ふく祉しに関かんする３計けい画かくを一いっ体たい化かして策さく定ていしていきます。 
 

 
 

障害者しょうがいしゃ計画けいかく 
【根拠法こんきょほう】障害者しょうがいしゃ基本法きほんほう第だい11 条じょう第だい３項こう 
市しの障害者しょうがいしゃ施策し さ く全般ぜんぱんに関かんする基き本ほん的てきな計けい画かく 

（計けい画かく期き間かん：６年ねん） 

障害しょうがい福祉ふ く し計画けいかく 
【根こん拠きょ法ほう】障しょう害がい者しゃ総そう合ごう支し援えん法ほう第だい88 条じょう第だい１項こう 
市し の障しょう害がい福ふく祉し サービス，相そう談だん支し援えん及および地ち域いき生せい活かつ支し援えん事じ 業ぎょうの提てい供きょう体たい

制せいの確かく保ほに関かんする計けい画かく（計けい画かく期き間かん：３年ねん） 

障害児しょうがいじ福祉ふ く し計画けいかく 
【根こん拠きょ法ほう】児じ童どう福ふく祉し法ほう第だい33 条じょうの 20第だい１項こう 
市し の障しょう害がい児じ通つう所しょ支し援えん及および 障しょう害がい児じ相そう談だん支し援えんの提てい供きょう体たい制せいの確かく保ほ に関かんす

る計けい画かく（計けい画かく期き間かん：３年ねん） 
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第だい２章しょう 令れい和わ ４年ねん度ど の検けん討とう 状じょう 況きょう 
 
 １ 調布市ちょうふし障害者しょうがいしゃ総合そうごう計画けいかく策定さくてい委員会いいんかいの設置せ っ ち 
 
 本ほん計けい画かくの策さく定ていにあたり，学がく識しき経けい験けん者しゃ，障しょう害がい福ふく祉しサービス事じ 業ぎょう者しゃ，当事者とうじしゃ，市民し み ん公募こ う ぼ委員い い ん

等などで構成こうせいされる「調布市ちょうふし障害者しょうがいしゃ総合そうごう計画けいかく策定さくてい委員会いいんかい」を設置せ っ ちし，「地ち域いきにおける課か題だい・ニー
ズの抽ちゅう出しゅつ」 をテーマとし，次じ期き計けい画かく策さく定ていへ向むけての課か題だいの洗あらい出だしを行おこないました。 
 
 ２ 調布市ちょうふし障害者しょうがいしゃ総合そうごう計画けいかく策定さくてい庁内ちょうない連絡会れんらくかいの設置せ っ ち 
 
 調布市ちょうふし障害者しょうがいしゃ総合そうごう計画けいかく策定さくてい委員会いいんかいとは別途べ っ とに，市しの関係かんけい部署ぶ し ょからなる「調布市ちょうふし障害者しょうがいしゃ

総合そうごう計画けいかく策定さくてい庁内ちょうない連絡会れんらくかい」を設置せ っ ちし，委員会いいんかいでの検討けんとう内容ないようを補佐ほ さするとともに，市しの関かん

連れん計けい画かくとの整せい合ごう性せいの確かく保ほを図はかりました。 
 
 ３ 令れい和わ４年ねん度ど 調ちょう布ふ市し民みん福ふく祉しニーズ調ちょう査さの実じっ施し  
 
 「調布市ちょうふし障害者しょうがいしゃ総合そうごう計画けいかく」改定かいていの基礎き そ資料しりょうとするため，３年ねんごとに「調ちょう布ふ市し民みん福ふく祉しニ
ーズ調ちょう査さ」を実じっ施ししており，上じょう記き「計けい画かく策さく定てい委い員いん会かい」では，主おもに「障しょう害がいのある人ひと・子こ

どもと保ほ護ご者しゃが暮くらしやすいまちづくりのための福ふく祉しに関かんするアンケート」の調ちょう査さ 票ひょうの
内ない容よう検けん討とうと，結けっ果かの報ほう告こく・分ぶん析せきを行おこないました。 
 
 ４ 関係かんけい機関き か んヒアリング等とうの実施じ っ し 
 
 前ぜん述じゅつのニーズ調ちょう査さに加くわえ，障しょう害がいのある方かたが地ち域いき生せい活かつにおいて関かかわる様さま々ざまな機き関かんや企き

業ぎょう等とうの立たち場ばから感かんじている課か題だい，ニーズを把握は あ くするために，計画けいかく策定さくてい委員会いいんかいで実施先じっしさきや
内容ないようを検討けんとうし，関係かんけい機関き か んへのヒアリング調査ちょうさ等とうを実施じ っ ししました。 
 
 ５ 障害者しょうがいしゃ福祉ふ く し関係かんけい協議体きょうぎたいからの意見い け ん具申ぐ し ん 
 
 調布市ちょうふし障害者しょうがいしゃ総合そうごう計画けいかく策定さくてい委員会いいんかいとは別途べ っ とに，調布市ちょうふしが設置せ っ ちし，地域ち い き課題か だ いについて
継続的けいぞくてきに検討けんとうしている「調布市ちょうふし障害者しょうがいしゃ地域ち い き自立じ り つ支援協しえんきょう議会ぎ か い」及および「調布ちょうふ地域ち い き精神せいしん保健ほ け ん

福祉ふ く しネットワーク連絡会れんらくかい」から，次じ期き計けい画かくについての意い見けん具ぐ申しんを受うけました。 



4 
 

第だい３章しょう 次じ 期き 計けい画かくにおける課か 題だいの整せい理り  
 
 この中間ちゅうかん報告書ほうこくしょでは，市民し み ん福祉ふ く しニーズ調査ちょうさ，関係かんけい機関き か んヒアリング，意い見けん具ぐ申しん等など，今こん年ねん度ど

の検けん討とう状じょう況きょうから見み えてきた地ち域いき生せい活かつの課か題だいを，これらの現げん行こう計けい画かくにおける施し策さく体たい系けいに沿そ

って整せい理りします。 
 
 １ 障害しょうがいのある方かたと家族か ぞ くへの地域ち い き生活せいかつの支援し え ん 
 

(1) 相談そうだん支援し え ん 
 
 ◆ 障しょう害がい特とく性せいに応おうじた専せん門もん相そう談だんの充じゅう実じつ 
  一ひと人りひとりの特とく性せいやニーズに応おうじた，どのライフステージにも対たい応おうした切きれ目めのない
支し援えんの実じつ現げんのため，その基礎き そとなる基幹き か ん相談そうだん支援し え んセンターを中心ちゅうしんとした相談そうだん支援し え ん体制たいせいの
充実じゅうじつが今後こ ん ごも必要ひつようです。 

  発達はったつ障害しょうがい，高次こ う じ脳のう機能き の う障害しょうがい，重 症じゅうしょう心身しんしん障害しょうがい，医療的いりょうてきケアが必ひつ要ような方かたなどの相そう談だん件けん

数すうも増ふえており，様さま々ざまな障しょう害がい特とく性せいに対たい応おうできる相談員そうだんいんの人材じんざい・体制たいせいの質的しつてき，量的りょうてきな充実じゅうじつ

が今後こ ん ごも必要ひつようです。 
 
 ◆ 包括的ほうかつてき・重層的じゅうそうてきな相談そうだん支援し え ん体制たいせいの整備せ い び 
  障しょう害がい，高こう齢れい，子こどもなど分ぶん野や別べつの相そう談だん支し援えん体たい制せいのみでは，複雑化ふくざつか，複合化ふくごうかする当事者とうじしゃ

や家族か ぞ くの抱かかえる課か題だいや狭間は ざ まのニーズへの対たい応おうは困こん難なんです。分ぶん野やを超こえた連れん携けい体たい制せい，情じょう報ほう

交こう換かんなどの取とり組くみを進すすめ，包括的ほうかつてきな支援し え ん体制たいせいを構築こうちくしていくとともに，相そう談だん窓まど口ぐちを市し民みんに
対たいしても，支し援えん者しゃ同どう士しでもわかりやすく周知しゅうちしていくことが必要ひつようです。 

 
◆ 家族か ぞ く・家庭か て いへの支援し え ん 
  「8050問題もんだい」，「ヤングケアラー」，「きょうだい」などの言こと葉ばを始はじめ，障しょう害がいのある当とう事じ

者しゃの家か族ぞく，家か庭ていも大おおきな負ふ担たんを抱かかえており，さらにコロナ禍かにより介かい護ご者しゃ，家族か ぞ くの孤立化こ り つ か，
休息きゅうそく（レスパイト）機会き か いの減少げんしょうも懸念け ね んされています。障害しょうがいのある当事者とうじしゃだけでなく，
その家族か ぞ く一人ひ と りひとりもそれぞれが望のぞむ生せい活かつを送おくれるよう，家か族ぞく，家か庭ていにも目めを向むけて支援し え ん

を展開てんかいしていくことが必要ひつようです。 
  福ふく祉しにつながっていない人ひとにも支し援えんが届とどく体たい制せい，相そう談だんしやすい窓まど口ぐちづくりが求もとめられ
ています。 
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   (2) 健けん康こうづくり・医い 療りょう的てきな支し援えん 
 
 ◆ 生しょう涯がいを通つうじた健けん康こうづくりの支し援えん 
  生しょう涯がいを通つうじて健けん康こうを維い持じしていくためには，疾病しっぺいにかかり治療ちりょうが必要ひつようになってからで
はなく，普ふ段だんの日にち常じょう生せい活かつからかかりつけ医い，かかりつけ歯し科か医いを持もち，医療いりょうについて相談そうだん

しやすい環境かんきょうや，検けん診しん・健けん診しん等とうを通つうじて予よ防ぼう・健けん康こう維い持じにつなげていくことができる体たい

制せいを，ライフステージを通つうじて構こう築ちくしていくことが必ひつ要ようです。 
 
 ◆ 医い 療りょうを受うけやすい体たい制せいづくり支し援えん 
  障しょう害がい特とく性せいに応おうじた専せん門もん診しん療りょうだけでなく，地域ち い き生活せいかつにおいては内科な い か，歯科し か など多様た よ うな
医療いりょうニーズがありますが， 障しょう害がい児じ・者しゃにとってはアクセスが限かぎられている現げん状じょうがあり
ます。 

  そのために，福ふく祉しと医い 療りょうの連れん携けいを進すすめ，地ち域いきの医い 療りょう機き関かんにおける障しょう害がい児じ・者しゃの受うけ入い

れの障壁しょうへきとなっているものを取とり除のぞき，より多おおくの医い 療りょう機き関かんを障しょう害がい児じ・者しゃが受じゅ診しんしや
すい環境かんきょうを充実じゅうじつさせていくことが必要ひつようです。 

 
 
   (3) 移動い ど うの支援し え ん 
 
 ◆ 福祉ふ く しサービスによる外出がいしゅつ支援し え ん 
  コロナ禍か において外がい出しゅつ支し援えんを行おこなう障しょう害がい福ふく祉し サービス等とうの利り用ようは一いち時じ大おおきく減げん少しょうし
ましたが，外がい出しゅつ支し援えんのニーズは高たかく，支し援えんを担になうヘルパーの育いく成せいを始はじめ，サービス提てい供きょう

体制たいせいの拡充かくじゅうが必要ひつようです。あわせて，通つう学がくを含ふくめた多た様ような外がい出しゅつ支し援えんのニーズに応こたえてい
くことも求もとめられています。 

 
 ◆ 公共こうきょう交通こうつう機関き か んの利用り よ う環境かんきょうの充実じゅうじつ 
  利用り よ う料金りょうきんの助成じょせいなどの支援し え んのほか，設備せ つ びのバリアフリー化か などにより，障しょう害がい者しゃも含ふく

め，誰だれもが利り用ようしやすい公こう共きょう交こう通つう機き関かんのバリアフリー化かを促進そくしんすることが必要ひつようです。そ
のためには，事じ 業者ぎょうしゃだけでなく，一般いっぱん市民し み んの理解り か い促進そくしんやお互たがいに誰だれもが助たすけ合あえる社しゃ会かい

をつくっていくことが必ひつ要ようです。 
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   (4) 経済的けいざいてきな支援し え ん 
 
 ◆ 各種かくしゅ制度せ い どの情報じょうほう提供ていきょうの充実じゅうじつ 
  国くに・都と・市しによる手当て あ て，医療費いりょうひ助成じょせい，年金ねんきんなどの各種かくしゅ所得しょとく補償ほしょうや負担ふ た ん軽減けいげんの制度せ い どについ
て，市し民みんに広ひろく周しゅう知ち し，対たい象しょうとなる人ひとが確かく実じつに制せい度ど を利り用ようできるよう窓口まどぐちや各媒体かくばいたいで
の情報じょうほう提供ていきょうを充実じゅうじつさせていくことが必要ひつようです。 

 
 ◆ デジタル化かへの対応たいおう 
  マイナンバー制せい度どやコロナ禍かを契けい機きに，行ぎょう政せい手て続つづきの簡かん素そ化か，オンライン化か等とうが求もとめ
られています。障しょう害がい特とく性せいも踏ふ まえつつ，利り用よう者しゃの利り便べん性せいを高たかめていくことが必ひつ要ようです。 

 
 
   (5) 権利け ん りの擁護よ う ご 
 
 ◆ 障害者しょうがいしゃ虐待ぎゃくたいの防止ぼ う し 
  障しょう害がい児じ・者しゃを虐ぎゃく待たいから守まもるため，障しょう害がい者しゃ虐ぎゃく待たい防ぼう止しセンター（障害しょうがい福祉課ふ く し か）を中心ちゅうしん

として，虐待ぎゃくたいの相談そうだん・通報つうほうを受うける体たい制せいの充じゅう実じつ，相そう談だん窓まど口ぐちの更さらなる周しゅう知ちとともに，研けん

修しゅう等とうを通つうじて事じ 業ぎょう者しゃにおける虐ぎゃく待たい防ぼう止し体たい制せいの充実じゅうじつも支援し え んしていくことが必要ひつようです。
対たい応おうにあたっては，家か族ぞく全ぜん体たいを支ささえる視し点てんから高こう齢れい，子こ ども分ぶん野や などの関かん係けい機き関かんとも連れん

携けいした取とり組くみが必ひつ要ようです。 
 
 ◆ 成年せいねん後見こうけん制度せ い どの利用り よ う促進そくしん 
  「親おや亡な き後あと」への不ふ安あんを含ふくめ，地ち域いきで安あん心しんして生せい活かつし続つづけていくために，成年せいねん後見こうけんな
どの判断はんだん能力のうりょくが不十分ふじゅうぶんな人ひとを支援し え んするサービスのニーズは高たかくなっています。それぞれ
の障しょう害がい特とく性せいやニーズに応こたえられるよう，相そう談だん体たい制せいや担にない手ての育いく成せい，確かく保ほなどに取とり組くみ，
制せい度どを利り用ようしやすい環かん境きょうを整ととのえていくことが必ひつ要ようです。 
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   (6) 障害しょうがい福祉ふ く しサービスによる生活せいかつ支援し え ん 
 
 ◆ ショートステイ・一時預いちじあずかりの充実じゅうじつ 
  コロナ禍か においてショートステイや一いち時じ預あずかりの利り用ようは大おおきく制せい限げんを受う け，利用り よ うが
低迷ていめいした一方いっぽうで介護者かいごしゃの休息きゅうそく（レスパイト）機会き か いの減少げんしょうが課題か だ いです。長ちょう期き的てきには既き存ぞん

の受うけ入いれ先さきも利り用よう希き望ぼうの増ぞう加か等とうにより利用り よ うしづらい状 況じょうきょうがあり，重度じゅうど知的ち て き障害者しょうがいしゃ，医い

療りょう的てきケアを含ふくむ重じゅう症しょう心しん身しん障しょう害がい者しゃ， 障しょう害がい児じ などが利用り よ うできる施設し せ つの確保か く ほが必要ひつようです。 
 
 ◆ コミュニケーション支援し え んの充実じゅうじつ 
  より多おおくの市し民みんが手しゅ話わに触ふれ，聴ちょう覚かく障しょう害がいのある方かたが日にち常じょうの様々さまざまな場ば面めんで手しゅ話わを通つうじ
たコミュニケーションや情じょう報ほう保ほ 障しょうが確かく保ほされるよう取とり組くみを進すすめていくことが必ひつ要ようです。
あわせて，手しゅ話わの他ほかにも障しょう害がい特とく性せいに応おうじた様さま々ざまな方ほう法ほうによる意思い し疎通そ つ う支援し え んの確保か く ほも課題か だ い

です。 
 
 ◆ 障しょう害がい特とく性せいに応おうじた補ほ装そう具ぐ・日にち常じょう生せい活かつ用よう具ぐ  
  障しょう害がい特とく性せいによる生せい活かつのしづらさを補おぎなう補ほ装そう具ぐ，日にち常じょう生せい活かつ用よう具ぐについては，時じ代だいの変へん

化かや技ぎ 術じゅつ進しん歩ぽにより生しょうじる新あらたな用よう具ぐやニーズに常つねに対たい応おうしていくことが必ひつ要ようです。 
 
 ◆ ヘルパー利用り よ う環境かんきょうの改善かいぜん 
  障しょう害がい者しゃの地ち域いき生せい活かつを支ささえるサービスであるホームヘルパーについて，人材じんざいの不足ふ そ くや
事業所じぎょうしょ不足ぶ そ く等などにより，円滑えんかつな利用り よ うにつながらないことが課題か だ いとなっています。ヘルパー
の育成いくせい・確保か く ほや事業所じぎょうしょとの相互そ う ご理解り か い，連携れんけいの推進すいしんにより，利り用ようしやすい環かん境きょうを整ととのえて
いくことが必ひつ要ようです。 

 
 
   (6-2) 福祉ふ く し人材じんざいの育成いくせい・確保か く ほ 
 
 ◆ 福祉ふ く し人材じんざいの育成いくせい・確保か く ほ 
  障しょう害がい児じ・者しゃと家か族ぞくの地ち域いき生せい活かつを支ささえる障しょう害がい福ふく祉しサービスを一層いっそう充実じゅうじつさせていくため，
サービス提供ていきょうの現場げ ん ばで支援し え んを担になう福ふく祉し人じん材ざいの育いく成せい・確かく保ほが課か題だいです。人じん材ざいの掘ほり起おこし，
新あらたな資し格かく者しゃの養よう成せいによる量りょう的てき拡かく大だいと，強きょう度ど行こう動どう障しょう害がい，医い 療りょう的てきケアなどを含ふくめた支し

援えんへの専せん門もん性せいの向こう上じょうによるサービスの質しつの向こう上じょうを進すすめていくことが必ひつ要ようです。 
  あわせて，事じ 業ぎょう所しょを超こ えた人じん材ざい同どう士し のネットワークやサポート体たい制せいによる離り 職しょく防ぼう止し

や定てい着ちゃくを進すすめることも課か題だいです。 
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   (6-3) 医療的いりょうてきケアが必要ひつような方かたへの支援し え ん 
 
 ◆ 相談そうだん窓口まどぐちの一本化いっぽんかと支援し え ん機関き か ん同士ど う しの連携れんけい促進そくしん 
  日にち常じょう生せい活かつの様々さまざまな場ば面めんで手て厚あつい支し援えんを必ひつ要ようとする医い 療りょう的てきケア児じ・者しゃは，医い 療りょう，福ふく祉し，
教きょう育いくなど関かかわる支し援えん機き関かんも多た岐きにわたるため，相そう談だん窓まど口ぐちが複ふく数すうに分わかれており，保ほ護ご者しゃ

の負ふ担たんとなっています。それらを一体いったいとしてコーディネートできる役割やくわりが必要ひつようです。就しゅう

学がく等とうのライフステージを通つうじた相そう談だん窓まど口ぐちの一いっ本ぽん化かや相そう互ごの連れん携けいが求もとめられています。 
 
 ◆ 医療的いりょうてきケアに対応たいおうできるサービス・施設し せ つの拡大かくだい 
  地ち域いきで生せい活かつする医い 療りょう的てきケア児じ ・者しゃの増ぞう加か に伴ともない，医療的いりょうてきケアに対応たいおうするサービスも
拡大かくだいしていますが，十分じゅうぶんではない現状げんじょうがあります。ヘルパー，通所つうしょ施設し せ つ，ショートス
テイ，医療いりょうなど様々さまざまなサービス分野ぶ ん やにおいて，医療的いりょうてきケアに対たい応おうできる人じん員いん，設せつ備び など
の充じゅう実じつを一いっ層そう進すすめていくことが必ひつ要ようです。 
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 ２ ライフステージに応おうじた生しょう涯がいにわたる切き れ目め のない支し 援えん 
 
 
   (1) 発達はったつ相談そうだん・早期そ う き療育りょういくのための支援し え ん 
 
 ◆ 発達はったつ相談そうだん体制たいせいの充実じゅうじつ 
  子こどもの発はっ達たつの遅おくれや偏かたよりの発はっ見けんから適てき切せつな療りょう育いくまで，保護者ほ ご し ゃの不安ふ あ ん解消かいしょうとともに
スムーズにつなげることのできる発達はったつ相談そうだん体制たいせいの充実じゅうじつが必要ひつようです。 

  子こどもの成せい長ちょうや，就しゅう学がくなどライフステージの変へん化かによらず，分ぶん野やを超こえて切きれ目めな
く支し援えんをコーディネートできる役やく割わりが求もとめられています。 

  保ほ護ご者しゃと支し援えん機き関かんをスムーズにつなぐツールの一ひとつとしての「ｉ（アイ）－ファイル」
についても，期き間かんの経けい過かにより内ない容ようの検けん証しょうや見み直なおしが必ひつ要ような時じ期きとなっています。 

 
◆ 子こども発はっ達たつセンターを中ちゅう心しんとした療りょう育いく体たい制せいの充じゅう実じつ 
  「児童じ ど う発達はったつ支援し え んセンター」としての子こ ども発はっ達たつセンターを中ちゅう心しんに，地ち域いき全ぜん体たいでの療りょう

育いく体たい制せいを充じゅう実じつさせていくことが必要ひつようです。センターの相談そうだん事業じぎょう，通園つうえん事業じぎょう，発達はったつ支援し え ん事業じぎょう，
保育所ほいくしょ等とう訪問ほうもん支援し え ん事業じぎょう，居宅きょたく訪問型ほうもんがた児童じ ど う発達はったつ支援し え ん事業じぎょう，地域ち い き支援し え ん，関係かんけい機関き か んとの協きょう議ぎの
場ばなど，様さま々ざまな事じ 業ぎょうを組くみ合あわせ，地ち域いきの障しょう害がい児じ支し援えんにおける中ちゅう核かく的てきな役やく割わりを果はたす
機き関かんとして，機き能のうの充じゅう実じつや多た様ような療りょう育いくニーズへの対たい応おうを図はかっていくことが必ひつ要ようです。 

 
 
   (2) 子こ育そだて施し策さくにおける支し援えん 
 
 ◆ 多機関た き か ん連携れんけいによる保護者ほ ご し ゃ支援し え ん・家庭か て い支援し え ん 
  障しょう害がい児じを育そだてる親おや，障しょう害がいのある親おやのどちらも安あん心しんして子こ育そだてができるよう，児童じ ど う分野ぶ ん や

と障害しょうがい分野ぶ ん やが連携れんけいして家庭か て いを支援し え んしていけるよう，分ぶん野や を超こ えた相そう談だん支し援えん体たい制せいの 充じゅう実じつ

が必ひつ要ようです。 
 
 ◆ 子こ育そだてサービスでの受うけ入いれの拡かく充じゅう 
  障しょう害がい児じを育そだてる親おや，障しょう害がいのある親おやのどちらにとっても，就しゅう労ろうや 自みずからが望のぞむ生せい活かつを
実じつ現げんしていくために，保ほ育いく園えん・幼よう稚ち園えんやその他たの子こ育そだて支し援えん施し策さくが活かつ用ようできることは重じゅう

要ようです。障害しょうがいがあってもスムーズにサービスが利用り よ うできるよう，相そう談だんや受うけ入いれ体たい制せいを充じゅう

実じつさせていくことが必ひつ要ようです。また，子こども自じ身しんにとっても，障しょう害がいのない児じ童どうと共ともに地ち

域いきで過すごし，成せい長ちょうすることが出で来きる機き会かいを保ほ 障しょうすることが重じゅう要ようです。 
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   (3) 教育きょういくにおける支援し え ん 
 
 ◆ 就学しゅうがく支援し え ん体制たいせいの充実じゅうじつ 
  保護者ほ ご し ゃが必要ひつような時期じ きに確実かくじつに就学しゅうがく相談そうだんにつながり，子こどもにとって適てき切せつな選せん択たくができ
るよう，周しゅう知ちや案あん内ないを始はじめとした体たい制せいづくりや相そう談だん員いんのスキルアップをより一いっ層そう推すい進しんす
るとともに，就しゅう学がくへのスムーズな移い行こうへ向むけて「就しゅう学がく支し援えんシート」を活かつ用ようし，保育ほ い く園えん・
幼稚園ようちえんでの支援し え んを小学校しょうがっこうにつなげていくことが必要ひつようです。 

 
 ◆ 特別とくべつ支援し え ん教育きょういく・インクルーシブ教育きょういくシステムの推進すいしん 
  一人ひ と りひとりの障しょう害がい特とく性せいや希き望ぼうに応おうじて，特とく別べつ支し援えん教きょう育いくを充じゅう実じつさせていくことが必要ひつよう

です。健けん常児じょうじと共ともに地域ち い きで権利け ん りを保障ほしょうしていくため，インクルーシブ教きょう育いくシステムを推すい

進しんし，障しょう害がいの有う無む に関かかわらない児じ童どう・生せい徒と同どう士し の交こう流りゅうの機き会かいや，市し内ない小しょう中ちゅう学がっ校こうにお
いて，医い 療りょう的てきケアを含ふくめて障しょう害がいのある児じ童どう・生せい徒との受うけ入いれや，児じ童どう生せい徒とに対たいする障しょう害がい

理り解かいを広ひろげていくことが求もとめられています。 
 
 ◆ 相談そうだん体制たいせいにおける福祉ふ く しと教育きょういくの連携れんけい 
  スクールソーシャルワーカーや教きょう育いく支し援えんコーディネーターを通つうじて児じ童どう・生せい徒とや保ほ護ご

者しゃの相そう談だんに応おうじるとともに，内ない容ように応おうじて福ふく祉し分ぶん野や の関かん係けい機き関かんとも連携れんけいしながら支援し え んし
ていくことが必要ひつようです。 

 
 
   (4) 放課後ほ う か ご等とうの活動かつどうの支援し え ん 
 
 ◆ 放課後ほ う か ご等とうデイサービスの充実じゅうじつ 
  障害しょうがいのある児童じ ど うの活動かつどう場所ば し ょとして，様々さまざまな障害しょうがい種別しゅべつやニーズに対応たいおうできる放課後ほ う か ご等とう

デイサービス事業所じぎょうしょは今後こ ん ごも充実じゅうじつが必要ひつようです。事じ 業ぎょう所しょの増ぞう加か の一いっ方ぽう，受うけ入い れ可か能のうな事じ

業ぎょう所しょが限かぎられる肢し体たい不ふ自じ由ゆう児じ や 重じゅう症しょう心しん身しん障しょう害がい児じ の行ゆ き先さきを確かく保ほ することも課題か だ いです。
市し が設置せ っ ちする総合そうごう福祉ふ く しセンター放課後ほ う か ご等とうデイサービス「ぴっころ」は，総そう合ごう福ふく祉し センタ
ーの移い転てんに伴ともない，送そう迎げいの実じっ施しを含ふくむ移転後い て ん ごの事業じぎょう体制たいせいを検討けんとうする必要ひつようがあります。 

 
 ◆ 多様た よ うな活動かつどう機会き か いの確保か く ほ 

  放ほう課か後ご等とうデイサービスに限かぎらず，学がく童どうクラブなどで健けん常じょう児じ と共ともに活動かつどうする
機会き か いや，スポーツ・運動うんどうやレクリエーション活動かつどうなど，多た様ような活かつ動どうを経けい験けんでき
る場ば や機き会かいの 充じゅう実じつが必ひつ要ようですが，ボランティアを含ふくめその担にない手て を継けい続ぞく的てきに
確かく保ほしていくことが課か題だいです。障害児しょうがいじを主おもな対象たいしょうとした活動かつどうの場ばだけでなく，
民みん間かんの習ならい事ごと・教きょう室しつでの受うけ入いれ機き会かいを広ひろげていくことが必ひつ要ようです。 
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   (5) 働はたらくこと・日にっ中ちゅう活かつ動どうの支し援えん 
 
 ◆ 働はたらく機き会かい，相そう談だんの充じゅう実じつ 
  障しょう害がい者しゃがより一いっ層そう働はたらける社しゃ会かいを目め指ざして，就しゅう労ろう支し援えんの充じゅう実じつが必ひつ要ようです。障しょう害がい者しゃ雇こ

用ようや就しゅう労ろうを支し援えんするサービスが拡大かくだいする一方いっぽうで，就労しゅうろう支援し え ん機関き か ん同士ど う しの連携れんけいや，就労しゅうろうに
向む かう前まえの生せい活かつ面めんや社しゃ会かい面めんのスキルの課か題だいからの支し援えん，離り 職しょく後ご の再さい就しゅう職しょく支し援えん，就しゅう労ろう

中ちゅうや通つう勤きんにおいても介かい助じょを要ようする重度じゅうど障しょう害がい者しゃの就しゅう労ろう支し援えんなど，より幅はば広ひろい就しゅう労ろうへ向む

けたニーズに対応たいおうできる体制たいせいの整備せ い びが課題か だ いです。 
 
 ◆ 障しょう害がい特とく性せいに応おうじた日にっ中ちゅう活かつ動どう場ば所しょの整せい備び  
  地ち域いきで暮く らす障しょう害がい者しゃの増ぞう加か や今こん後ご の特とく別べつ支し援えん学がっ校こう卒そつ業ぎょう生せい等とうの受うけ入い れを見み据す え，継けい続ぞく

的てきに整せい備び を進すすめて行い くことが必ひつ要ようです。また，それぞれの障害しょうがい特性とくせいや，高齢こうれいになった
障害者しょうがいしゃなどの多様た よ うな活動かつどうニーズに応こたえられる体たい制せいが求もとめられています。特とくに手て厚あつい支し援えん

体たい制せいが必ひつ要ような重じゅう度ど知ち的てき障しょう害がい者しゃや医い 療りょう的てきケアを含ふくむ重じゅう症しょう心しん身しん障しょう害がい者しゃについては，既き

存ぞん施し設せつでの受うけ入いれが限げん界かいに達たっしつつあり，新あらたな施し設せつの整せい備びが課か題だいです。 
 
 ◆ 工賃こうちん向上こうじょうへの取組とりくみ 
  作業所さぎょうしょ等など経営けいえいネットワークの取組とりくみなどにより受注じゅちゅう機会き か いは拡大かくだいしていますが，コロナ禍か

での受じゅ注ちゅう作さ 業ぎょうの落お ち込こみもあり，今こん後ご も就しゅう労ろう継けい続ぞく支し援えんＢ型がた事じ 業ぎょう所しょなどの障しょう害がい者しゃ就しゅう

労ろう施し設せつ等とうで働はたらく障しょう害がい者しゃの更さらなる工こう賃ちん向こう上じょうへの取とり組くみが必ひつ要ようです。 
 
 
   (6) 余暇よ か ・学習がくしゅう活動かつどうの支援し え ん 
 
 ◆ 多様た よ うな余暇よ か活動かつどうの場ば・機会き か いの確保か く ほ 
  就しゅう労ろうや施し設せつでの日にっ中ちゅう活かつ動どう以い外がいでの，地ち域いき生せい活かつをより豊ゆたかにするため，障しょう害がい特とく性せいに応おう

じた様さま々ざまな余よ暇か活かつ動どう，学がく習しゅう等とうを経けい験けんし，楽たのしめる場ば ，機き会かいの充じゅう実じつが必ひつ要ようです。活かつ動どうを
広ひろげるにあたり，ボランティアを含ふくめ担にない手てを継けい続ぞく的てきに確かく保ほすることも課か題だいです。 

 
 ◆ スポーツ・運動うんどう機会き か いの充実じゅうじつ 
  東とう京きょう2020大たい会かいのレガシーとして，障しょう害がいの有う無むに関かかわらず，誰だれもが生しょう涯がいを通とおしてスポ
ーツ・運うん動どうに親したしみ，楽たのしめる機き会かいを創そう出しゅつするなど，スポーツを通つうじた共きょう生せい社しゃ会かいの充じゅう

実じつを図はかることが重じゅう要ようです。そのためには，障害者しょうがいしゃが参加さ ん かしやすいイベントや事業じぎょうの開催かいさい，
日常的にちじょうてきに身体か ら だを動うごかすことができる場ばの確かく保ほなどに取とり組くみ，障害者しょうがいしゃの 
生活せいかつの充実じゅうじつや健康けんこうづくりを進すすめていくことが必ひつ要ようです。 
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 ◆ 文化ぶ ん か芸術げいじゅつ活動かつどうの充実じゅうじつ 
  障害児しょうがいじ・者しゃが絵画か い が，音楽おんがくなどの文化ぶ ん か芸術げいじゅつ活動かつどうに参加さ ん かしたり，楽たのしんだりする場ば，機き会かい

の 充じゅう実じつが必ひつ要ようです。障しょう害がい児じ ・者しゃ本ほん人にんの新あらたな能のう力りょくの発はっ揮き による生せい活かつの 充じゅう実じつに加くわえ，
活かつ動どうを通つうじた地ち域いきとの交こう流りゅうや障しょう害がい理り解かいの推すい進しんも期き待たいされます。 

 
 
   (7) 住すまいの確かく保ほの支し援えん 
 
 ◆ 障害者しょうがいしゃグループホームの拡充かくじゅう 
  グループホームの事じ 業ぎょう所しょ数すうは増ぞう加か していますが，なお地ち域いきにおけるニーズは高たかく，
量的りょうてき拡大かくだいだけでなく，重度じゅうど障害者しょうがいしゃ，高齢こうれい障害者しょうがいしゃ，高次こ う じ脳のう機能き の う障害者しょうがいしゃ，パートナーとの
生活せいかつを希望き ぼ うする方かたなど，多様た よ うな障害しょうがい種別しゅべつや希望き ぼ うする生活せいかつスタイルに対応たいおうできるグループ
ホームなど，今後こ ん ごも継続的けいぞくてきに拡充かくじゅうが必要ひつようです。 

 
 ◆ 一般いっぱん住宅じゅうたくへの入居にゅうきょ支援し え ん 
  グループホームだけでなく，障しょう害がい者しゃの住すまいの選せん択たくの自じ由ゆうを確かく保ほするために，一いっ般ぱん住じゅう

宅たくにおける障しょう害がい者しゃの住す まいの確かく保ほ のための取とり組くみも必ひつ要ようです。不ふ動どう産さん業ぎょう者しゃや家や主ぬしなどへ
の支し援えん，地ち域いき住じゅう民みんを含ふくめた障害しょうがい理り解かいの促そく進しんに加くわえ，地ち域いきの一いっ般ぱん住じゅう宅たくで生せい活かつする 障しょう害がい

者しゃへのサポート体制たいせいの充実じゅうじつと支援し え ん機関き か んとの連携れんけいを進すすめ，借かり手ても貸かし手ても安あん心しんできる体たい

制せいづくりが課か題だいです。 
 
 
   (8) 高齢期こうれいきの支援し え ん 
 
 ◆ 高齢こうれい障害者しょうがいしゃに対応たいおうしたサービス基盤き ば んの整備せ い び 
  高齢こうれいになっても住す み慣な れた地域ち い きで生活せいかつし続つづけたいという希望き ぼ うに応こたえるため，高齢こうれい

障害者しょうがいしゃの特性とくせいやニーズに応おうじた通所つうしょ施設し せ つなどの日中にっちゅうの活動かつどうの場ば ，グループホームなど
の生活せいかつの場ばなどを引ひき続つづき整備せ い びしていくことが必要ひつようです。 

 
 ◆ 高齢者こうれいしゃ福祉ふ く し・介護か い ご保険ほ け んとの連携れんけい推進すいしん 
  高齢こうれい障害者しょうがいしゃの支援し え んにあたっては，高齢者こうれいしゃ福祉ふ く しや介護か い ご保険ほ け んサービスとの連携れんけいが不可欠ふ か け つで
す。障害者しょうがいしゃが高齢こうれいになっても安あん心しんしてサービスを受うけられるよう，双そう方ほうの理り解かいや連れん携けいを
深ふかめ，一体いったいとして支援し え んを提供ていきょうしていける体制たいせいが必要ひつようです。 

あわせて，家か族ぞくや介かい護ご者しゃの高こう齢れい化かへの対たい応おうも含ふくめ，家か族ぞく・世せ帯たい単たん位いで支し援えんし
ていけるよう，分ぶん野やを超こえた相そう談だん支し援えん体たい制せいの充じゅう実じつが必ひつ要ようです。 
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 ３ 安あん心しんして住す み続つづけられる地ち 域いきの環かん 境きょうづくり 
 
 
   (1) 障害しょうがい理解り か いと交流こうりゅう 
 
 ◆ 障害者しょうがいしゃ差別さ べ つ解消かいしょうのための普及ふきゅう啓発けいはつ 
  障害者しょうがいしゃ差別さ べ つ解消法かいしょうほうの施行し こ う以降い こ う，差別さ べ つの解消かいしょうや合理的ごうりてき配慮はいりょの普及ふきゅうはまだ十じゅう分ぶんとは言い

えません。市し民みん全ぜん体たいへの普ふ 及きゅう啓けい発はつの継けい続ぞくや，障しょう害がい者しゃ差さ別べつに関かんする相そう談だん窓まど口ぐちの充じゅう実じつなど
を通つうじて，合ごう理り的てき配はい慮りょの広ひろがりと共きょう生せい社しゃ会かいの充じゅう実じつへ継けい続ぞく的てきに取と り組く んでいくことが必ひつ

要ようです。 
 
 ◆ 地域ち い き全体ぜんたいへの障害しょうがい理解り か いの推進すいしんと交流こうりゅう 
  誰だれもが暮く らしやすい共きょう生せい社しゃ会かいの充じゅう実じつのためには，市し民みんの間あいだに様さま々ざまな障しょう害がいへの理り解かい

や，相そう互ごに助たすけ合あえる意い識しきが広ひろがることが不ふ可か欠けつです。障害しょうがい理解り か い推進すいしんのための普及ふきゅう啓発けいはつ

にあたっては，当事者とうじしゃが参加さ ん かし，自みずから交こう流りゅうしていくことを通つうじて，普ふ段だん障しょう害がいのある人ひと

と接せっする機き会かいのない市し民みんに対たいしても積せっ極きょく的てきに発はっ信しんしていくことが必ひつ要ようです。 
 
 
   (2) バリアフリーのまちづくり 
 
 ◆ ハード面めん・設備せ つ びのバリアフリーの推進すいしん 
  障しょう害がいの有う無む に関かかわらず誰だれもが利り用ようしやすい施し設せつ，道どう路ろ ，交こう通つう機き関かんなど，事じ 業者ぎょうしゃとも

協 力きょうりょくしながら更さらなるバリアフリー化かを進すすめていくことが課か題だいです。また，バリアフリ
ーに関かんする情じょう報ほうをわかりやすく発はっ信しんしていくことも必ひつ要ようです。 

 
 ◆ ソフト面めん・心こころのバリアフリーの推すい進しん 
  ハード面めんの整備せ い びには規模き ぼ や費用面ひようめんにより一定いっていの限界げんかいもある一方いっぽうで，合ごう理り的てき配はい慮りょの浸しん透とう

などにより社しゃ会かい的てき障しょう壁へきを取と り除のぞき，障しょう害がい者しゃも利り用ようしやすい店てん舗ぽ や施し設せつを広ひろげていくこ
ともバリアフリーのまちづくりには重じゅう要ようです。誰だれもが安あん心しんして暮くらしやすいまちづくり
への意い識しきを市し民みん全ぜん体たいに広ひろげていくことが必ひつ要ようです。 
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   (3) 情報じょうほう提供ていきょう 
 
 ◆ 障しょう害がい特とく性せいに応おうじた情じょう報ほう提てい供きょうの充じゅう実じつ 
  障しょう害がいの有う無む に関かかわらず必ひつ要ような情じょう報ほうに誰だれもがアクセスできるよう，音おん声せい，文も字じ 情じょう報ほう，
手しゅ話わ，色いろ合あい，ルビや内ない容ようの平へい易い化かによるわかりやすさなど，情報じょうほうバリアフリーを推進すいしん

し，多様た よ うな形態けいたいでの情報じょうほう提供ていきょう体制たいせいを確保か く ほしていく必要ひつようがあります。 
 
 ◆ デジタル化かへの対応たいおう 
  スマートフォンやパソコン等とうの情じょう報ほう端たん末まつは多おおくの障しょう害がい者しゃにとっても有ゆう効こうな情じょう報ほう入にゅう

手しゅの手しゅ段だんとなっており，より容易よ う いに，確実かくじつに必要ひつような情報じょうほうにアクセスできるよう，障しょう害がい

特とく性せいも踏ふまえつつ，ホームページ，ＳＮＳ，アプリその他たオンラインの活かつ用ようによる情じょう報ほう

発はっ信しんのデジタル化かを推すい進しんし，利り用よう者しゃにとっての利り便べん性せいを高たかめていくことが必ひつ要ようです。 
 
 
   (4) 地域ち い きネットワークづくり 
 
 ◆ 障害児しょうがいじ・者しゃと家族か ぞ くと地域ち い きのつながりの促進そくしん 
  住じゅう民みん相そう互ごのネットワークづくりによる地ち域いきにおける「支ささえ合あい」や見み守まもりの更さらなる推すい

進しんとともに，障しょう害がい児じ ・者しゃや家か族ぞくが地域ち い きの一員いちいんとしてそこに参加さ ん かできるような環かん境きょうづく
りが必要ひつようです。 

 
 ◆ 活動かつどう拠点きょてんの充実じゅうじつ 
  市民し み ん活動かつどうセンター，地域ち い き福祉ふ く しセンター，ふれあいの家いえ等などの公こう共きょう施し設せつを始はじめ，様さま々ざまな地ち

域いき活かつ動どうの拠きょ点てんの整せい備び ，維い持じ管かん理り を行おこない，住じゅう民みん主しゅ体たいの活かつ動どうを支ささえ，広ひろげていくことが必ひつ

要ようです。 
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   (5) 災害さいがい時じの支援し え ん 
 
 ◆ 避難ひ な ん支援し え ん体制たいせいの整備せ い び 
  自治会じ ち か いなどの地域ち い き団体だんたいや障害児しょうがいじ・者しゃ施設し せ つのネットワークなどと連携れんけいし，災害さいがい発生はっせい時じ に
障害児しょうがいじ・者しゃや家族か ぞ くが安心あんしんして避難ひ な んできる体制たいせいの整せい備び が必ひつ要ようです。避ひ難なん場ば所しょや支し援えんに関かんす
る情じょう報ほうについて，必ひつ要ような人ひとに確かく実じつに届とどけられる体たい制せいづくりも課か題だいです。 

 
 ◆ 障害児しょうがいじ・者しゃ施設し せ つにおける防災ぼうさい対策たいさく 
  障しょう害がい児じ・者しゃの日にち常じょう生せい活かつに密みっ接せつに関かかわる障しょう害がい児じ・者しゃ施し設せつにおける防災ぼうさい対策たいさくの強化きょうかとと
もに，風水害ふうすいがい，地震じ し ん等とうの大規模だ い き ぼ災害さいがいや感染症かんせんしょう発生はっせいに対応たいおうしたＢＣＰ（事業じぎょう継続けいぞく計画けいかく）の
策さく定てい等とうを進すすめ，継けい続ぞく的てきに利り用よう者しゃに必ひつ要ようなサービスを提供ていきょうできる体制たいせいを構築こうちくすることが
重要じゅうようです。 

 
 
   (6) 当事者とうじしゃの参画さんかく 
 
 ◆ 市政し せ いへの参画さんかく・協働きょうどうの推進すいしん 
  障害しょうがいのある当事者とうじしゃ，家族か ぞ くが，市しが設置せ っ ちする委員会いいんかい等とうへの参加さ ん か，パブリック・コメント
など様々さまざまな機き会かいを通つうじて市し政せいに参さん画かくできる体たい制せいの充じゅう実じつが必ひつ要ようです。そのうえで，参さん加かす
る当とう事じ者しゃに対たいしてわかりやすく，かつ，当とう事じ者しゃの意い見けん，ニーズをしっかりと反はん映えいさせな
がら進すすめることが重じゅう要ようです。 

 
 ◆ 当事者とうじしゃ・家族会かぞくかい活動かつどうへの支援し え ん・連携れんけい 
  障害しょうがいのある当事者とうじしゃや家族か ぞ くが，事じ 業者ぎょうしゃからサービスの提供ていきょうを受う けるだけでなく， 自みずか

らが主しゅ体たいとなったサロンや団だん体たい活かつ動どうを通とおして当とう事じ者しゃや家か族ぞく同どう士し のネットワークを深ふかめた
り，生せい活かつの楽たのしみを広ひろげたりする活かつ動どうを支し援えんしていくことが必ひつ要ようです。 
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第だい４章しょう 次じ 年ねん度ど の検けん討とうへ向む けて 
 
 これまでに整理せ い りしてきた課題か だ いとともに，国くににおいても障害者しょうがいしゃ福祉ふ く し施策し さ く等とうの見み直なおしが進すすめ
られています。 
 
 令れい和わ５年ねん度ど末まつの次じ期き計けい画かく策さく定ていへ向むけて，令れい和わ６年ねん４月がつに施し行こう予よ定ていの障しょう害がい者しゃ総そう合ごう支し援えん法ほう等とう

の一いち部ぶ改かい正せいの内容ないようも考慮こうりょしつつ，調布市ちょうふしとしてどのような取組とりくみを進すすめていくべきか，次じ年ねん

度どにおいても引ひき続つづき検けん討とうを進すすめていきます。 
 
 

 

 

 

 

 
 
 

次期じ き 「調布市ちょうふし障害者しょうがいしゃ総合そうごう計画けいかく」策定さくていへ向む けて 
－中間ちゅうかん報告書ほうこくしょ（概要版がいようばん）－ 

 
 
 令れい和わ５年ねん３月がつ 
 
 編へん 集しゅう  調布市ちょうふし 福祉ふ く し健康部けんこうぶ 障害しょうがい福祉課ふ く し か 
      〒182-8511 東京都とうきょうと調布市ちょうふし小島町こじまちょう2-35-1 
      （電話で ん わ）042-481-7135・7089・7094 
      （ファクス）042-481-4288 
      （メール）syougai@city.chofu.lg.jp 
      （ホームページ）http://www.city.chofu.tokyo.jp/ 

刊行物かんこうぶつ番号ばんごう 
2022-256 


